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長久手市行政評価票

事業番号 53535353 事業の名称 地域社会体育事業 担当部署
部 課

くらし文化部 生涯学習課

基本方針 (4)文化をみがき、人が輝くまち 分野別項目 　(5)だれもが楽しむ生涯スポーツを進める 施策の進め方 (1)スポーツ活動の推進 フラッグ フラッグ項目

事業の概要
スポーツイベントやレクリエーション活動を実施し、家族や仲間との交流を通して、絆を強めることを目標とする。
幅広い年齢層を対象として「歩く、走る、泳ぐ等」といった各種スポーツイベント及び教室を開催する。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

各市町で独自にイベント等を実施

総事業費

総事業費
（単位：千円）

H25予算 H25決算 H26予算 H26決算 H27予算
事業期間 事業開始年度 - 終了（予定）年度 - 4,709 4,912 4,966 5,573 6,122 評価の見方
事業の対象

（だれ、何に対して）
市内在住、在勤、在学の方

う
ち

一般財源 4,709 4,912 4,966 5,573 6,122 現行どおり実施

国費・県費 0 0 0 0 0 事業の改善

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

スポーツイベントやレクリエーション活動を実施し、家族や仲間との交流を通して、絆を強める
地方債 0 0 0 0 0 他事業と統合

その他 0 0 0 0 0 運営主体の見直し

受益者負担額 781 914 943 1,481 1,233 事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

対象
（だれ、何に
対して）

手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

成果指標
H25実績

単
位

成果指標の目標値
設定の根拠

H25予算 H25決算
H26決算の主な内訳
（単位：千円）

評価
評価の説明H26実績 H26予算 H26決算 事業規模

4月～ 7月～ 10月～ 1月～ H26目標値 H27予算 事業費

①
社会体育事業（教室
等）

市内在住、
在勤、在学
の方

スポーツを楽しむこと
で、健康で元気な生
活を送る。

参加者数
４６０人

教室申込者数÷
募集定員の割合
（教室申込者数
／募集定員）

78.3

％

すべての教室で定員
以上の申込があり、
参加者全員に満足し
てもらえる教室を目指
す。

1,752 2,226

スポーツ講師委託
2,072千円
消耗品費　176千円

B
　一部の教室に募集人数に達していな
い教室もあるので、日程や内容等検討
し、募集人数確保に努めたい。

市内のスポーツ施設を使用し、
スポーツ教室を開催すること
で、

82.2 1,922 2,958
維持

100 2,906
維持

参加者数
１，１５３人

参加者数② 新春マラソン大会
走ることが好
きな人

1,399

人

参加者の増加を目標
とし、前年参加者数
1,399人×105％（過
去2年の伸び率平均）

794 677 医師報償費　49千円
消耗品費　58千円
印刷製本費　103千
円
大会会場設営委託
308千円

A 　平成２６年度は、低温の影響により参
加者の減少が見られたが、毎年多数の
参加者があるので、継続して進めてい
く。

愛・地球博記念公園を使用し、
新春マラソン大会を開催するこ
とで、

1,153 819 642
維持

1,470 983
維持

スポーツを楽しむこと
で、健康で元気な生
活を送る。

利用者数
１，５５７人

参加者数③ 学校プール開放事業
市内在住、
在勤、在学
の方

● 2,194

人

参加者の増加を目標
とし、1日平均入場者
数の過去最高値（87
人）×27日（25年度
開放日）

2,163 2,009

ﾌﾟｰﾙ開放管理委託
1,887千円
消耗品費　86千円

A 　平成２６年度は、天候の不良及び８月
下旬の低温の影響により参加者の減少
が見られたが、毎年多数の参加者があ
るので、継続して進めていく。

夏休みの小学校のプールを開
放することで、

1,557 2,225 1,973
維持

2,350 2,233
維持

スポーツを楽しむこと
で、健康で元気な生
活を送る。

④

事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容（H27以降に実施する内容）

H27以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

①
社会体育事業（教室
等）

一部の教室に募集人数に達していない教室もあるので、日程や内容等検討し、募集人数確保に努
めたい。


